
高等学校における音楽受容の拡大に関する考察

一音と音楽の認識に関する調査結果をもとに一

伊藤真

ドイツの音楽科教育では音や響きに対する感受性を高め、適切に音楽作品の価値判断ができ

ることを目標とした教育が行われている。高度情報化が進み価値観が多様化する我が国におい

ても、幅広く音楽を受容することによって複雑な音環境の中から正しい情報を認識し、適切な

価値判断を行うことが必要である。そこで、高校生を対象として音や音楽に対する受容や認識

方法に関する調査を行った。その結果、 「音」と「音楽j を識別する際には、①快適性、②人

為性、③美的価値づけ、の3点が大きく関与していることが明らかとなった。これらのことか

ら、さまざまな音を「音楽」として受容できる幅を拡大させ、固定化された美的・文化的価値

観によらずに音楽情報を判断し解釈するためには、生徒が未だ出会ったことのない現代音楽や

異文化圏の音楽を積極的に取り扱うこと、それらに関する適切な情報を多く与えることの重要

性が示唆された

1.はじめに
現代における音楽受容のキーワードとして、 「音楽の

多様イじ」が挙げられる。音楽史を振り返ってみると、従

来の様式や形式による音楽から常に新たな可能性を見い

出し、その時代ごとに人々に受容されるように音楽の創

造が行われてきている。とりわけ現代という枠組みの中

では、音楽の演奏媒体の拡大や音楽そのものの概念の拡

大など、音楽のジャンルを問わず我々が受容する音楽が

従来の古典的な音楽を基礎としながらも常に新たな方向

へと進んでいることが分かる。このような音楽作品の在

り方や音楽受容の背景の変化は少なからず生徒の音楽受

容の態度をも変化させ、生徒の耳を通して認知される音

楽がいかなるものか、すなわち音楽として認知されるサ

ウンドを選別するフィルターがどの程度の限定性(ある

いは開放性)をもって生成されるのかという問題を生じ

させる。

高等学校における芸術科音楽の目標は、 「音楽を愛好

する心情を育てる」こと、 「感性を高める」こと、 「個

性豊かな表現の能力と主体的な鑑賞の能力を伸ばすJこ

となど、高等学校卒業後の人生において音楽を受容する

基盤作りの最終段階ともいえるものである 1)。したがっ

て、生徒のもつ音楽受容のフィルター(=耳)を、限定

したものとしてではなく、現代における音楽の多様化に

応じた幅広いものとして備えさせ、音楽情報の取捨選択

や価値判断を適切に行うことのできる態度や能力を育成

することが必要なのではないだろうか。

音楽文化の中枢ともいえるドイツでは基礎学校(我が

国の小学校第1~4学年に相当する)の音楽の授業にお

いて、静寂を知覚することを起点として、身の周りのす

べての音を意識的に聴取することに重点を置き、音楽的

な耳を育成する基盤作りが行われている。我が国におい

ても、R.Murray Schaferの提唱するサウンドスケープ

の概念2)が教育現場において援用され音に対する意識は

高まっているが、学年が進むにつれてその概念や音楽の

根本原理としての音に対する意識が希薄なものになって

いることは否めない。

以上の観点から、本稿ではまずドイツの音楽科カリキ

ユラムにおける音の扱いについて概観し、整理する。そ

して、いわゆる音楽として認識されるサウンドと認識さ

れないサウンドの特質について高校生を対象に調査を行

い、生徒の音楽受容のフィルターの現状を明らかにする。

2.ドイツの音楽科カリキュラムにおける音の取り扱い
ドイツは歴史的にみても聴取教育に力を入れている国

の1つである。とりわけ、 1960年代以降に行われたカリ

キュラム改訂の時期から音楽教育学における聴取教育は

脚光を浴びてゆく。その中で、 Venus(1969)が『音

楽聴取の指導』を著したことは、その後の音楽科教育の

方向性を定め、現在のカリキュラムに至る要因の1つと

なったことは明らかである 3)。では、現在のドイツにお

いてどのような聴取教育が目指されているのか、プレー

メン州の音楽科大綱プランおよびハンブルク州の音楽科

教育プラン(いずれも我が国の学習指導要領に相当する)

を例にその具体を概観する。

ブレーメン州基礎学校の音楽科大綱プラン引には、次

のような記述がみられる。「音楽的能力の獲得に加えて、
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音楽の受容(すなわち、いわゆるクラシック音楽やポピ

ュラー音楽に親しんだり理解したりすること)の問題が

生じる。(中略)さまざまな音楽作品に対する児童の好

奇心に満ちた広い心によって、まさに基礎学校の時期に

多様なテーマやメディアにおいてヨーロッパ文化および、

非ヨーロッパ文化のさまざまな時代の扉を聞くことがで

きる。これは現代の音楽文化の発展に関係しており、日

常生活における大衆的な文化にも関係しており、また、

創造活動における新たなメディアの習得にも関係してい

るJ(S.l1)。ここでいうメディアとは、コンビュータ器

機を操作することによって創作活動を行うことを指して

いる。具体的には音声、楽音、物音を録音し、これらを

音楽素材として扱うことが含まれる。特徴的なことは、

「音」をTon(一般的な音の総体)、Klang(響きや心地

よい音)、 Gerausch(物音や騒音)、Musik(リズムやメ

ロディーをともなった音楽)などに細分化し、音の概念

を多様にとらえていることである。また、聴取教育の項

目では「聴覚知覚を敏感にするJ，r環境音を知覚しそれ

らを音楽素材として利用する」、「さまざまな聴取方法(不

特定な聴取、情動的な聴取、補足的な聴取、連想的な聴

取、意識的な聴取)を発達させるJ(S.15)などの内容が

支援が可能となっていることが分かる。

なお、先述したさまざまな聴取方法(態度)について

は、類型論の中で論じられているものである。例えば

Michael Altは、響きの刺激として音楽を把握するとい

う特徴をもっ「感覚的音楽聴取(Dassensible Musikhoren) 

」、音楽作品に照準を当てる認識力をもっという特徴を有

する「美的音楽聴取 (Dasasthetische Musikhoren) J、

音楽表現を把握する能力をもっという特徴を有する「活

気的音楽聴取(Dasbeseelende Musikhoren) J、の3つ

の類型を提示している 8)。ちなみに、「感覚的な聴取Jは

さらに「感覚運動的音楽聴取 (sensomotorisches

Musikhoren) Jと「情動的音楽聴取 (emotionales

Musikhoren) Jに細分される。また、 HermannRauhe 

は無意識のぼんやりとした「拡散的受容J、特定のリズ

ムをもっ音楽に反応する「運動的・反射的受容J、聴取

する際に目立つた音楽要素と対応している「連想的・情

動的受容J、情緒豊かな音楽に意識的に没頭する「感情移

入的受容J、その他、 「構造分析的受容」、「構造統合的受

容J、 「テーマ指向的受容Jといった受容カテゴリーを

提唱している 9)。

記されている。前期中等教育段階(我が国の小学校第5 3.音と音楽の認識に関する調査
学年から高等学校第1学年に相当する)の音楽科大綱プ 3.1目的および方法

ランのでは、目標の中に「知覚能力および分化した聴取 本調査の目的は、音楽的であるもの(音楽として認識

能力の育成j や「音楽美学的な判断能力や批判能力の育

成、偏見の縮小、受容の拡大J(S.15)など、これまでに

獲得した知覚・聴取能力(態度)をさらに高め、音楽専

門的領域や社会学的領域へと連続させる意図がみてとれ

る。

ハンブルク州基礎学校の音楽科教育プラン6)では、授業

の対象として「響き作り」が記されている (S.7)。こ

れは、響きや物音で詩、物語、絵画をアレンジしたり、

音、物音、音楽などによって感情表現を行ったりするも

のである。ここでも音の概念を細分化していることが分

かる。また、前期中等教育段階の音楽科教育プラン 7)で

は、音楽聴取の項目において、プレーメン州と同様にさ

まざまな聴取態度に関する以下のような記述がみられる。

「聴取することはさまざまな考えや態度によって行われ、

さまざまな経験へと導くものである。コンテクストや目

標設定に応じて、知覚としての聴取(注意深く聴くこと)、

認識としての聴取(分析的に聴くこと)、膜想としての聴

取(直感的に聴くこと)、刺激としての聴取(活発的に聴

くこと)、感情を強調した聴取、および楽しみとしての聴

取が区別されなければならないJ (S.12)。

このように、音に対する知覚能力を高め、身の周りの

音を識別し、それらを音楽活動の中に積極的に取り入れ

ることによって、段階的な音楽的聴取態度の育成および

されるサウンド)と非音楽的であるもの(音楽として認

識されないサウンド)の境界線を明らかにした上で、両

者の定義づけを行うことによって音楽受容の一側面を明

らかにすることである。

調査の対象は、音楽を選択している高校1年生 (86名)

である 10)。実施時期は2004年11月である。調査の方法

は、普段音楽の授業を行っている演奏室において10の

サウンドサンプルを各 1分間聴取させ、「音」、「音楽」、

「どちらでもない」のいずれかに分類させ調査用紙に記

入させた。各サウンドサンプルの曲名やタイトルなどの

情報は知らせずにlから 10までの番号によって聴取させ

た。また、各サウンドサンプル問には30秒間の無音状

態を設定した。本調査で使用した10のサウンドサンプ

ルは以下の通りである。①ライヒ作曲 r6台のピアノJ、

②英語によるニュースの朗読、③野鳥のさえずりの音、

④イタリア語による詩の朗読、⑤モーツアルト作曲「ヴ

ァイオリンとヴィオラのための協奏交響曲」から第3楽

章、⑥電車の発車音、⑦メシアン作曲「烏たちのめざめ」、

⑧中国語によるニュースの朗読、⑨メシアン作曲「ミの

ための詩」第1集から第4曲「恐れ」、⑩波打ちぎわの

音。これらのサウンドサンプルの選択基準は、クラシッ

ク音楽、現代音楽、環境音、言語音声であること、現代

音楽では「音」と「音楽j の境界があいまいであること、
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①ライヒ:6台のピアノ

②英語ニュース

③野鳥のさえずり

④イタリア語の詩

⑤モーツアルト

⑥電車の発車音

⑦メシアン・鳥たちのめざめ

⑧中国語ニュース

⑨メシアン:恐れ

⑩波打ちぎわ
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図1 サウンドサンプル聴取による分類のグラフ
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表1 サウンドサンプル聴取による分類の

データテーブル(単位:人)

2日'z: 音楽
どちらで

無回答
もない

6 79 

48 4 34 

60 16 10 

41 10 35 

O 86 O 

78 4 4 

13 69 4 

47 2 37 

81 4 

75 6 4 

であると回答している。

次に、現代音楽である①ライヒ作曲 r6台のピアノ」、

⑦メシアン作曲「烏たちのめざめ」、および⑨メシアン

作曲「恐れ」はいずれもほとんどの生徒が「音楽」だと

感じているが、 10%前後の生徒は「音Jであると回答し

ている。このうち⑦「烏たちのめざめJは15%03名)

が音楽とは感じずに「音」であると回答している。①お

よび⑨は一定のリズムや調性が感じられるのに対して、

⑦は烏の鳴き声をピアノで表現したものであるため、生

徒が考える音楽の枠組みから外れやすい性質であったこ

とが予想される。本調査の対象となった高校1年生は4

月から音楽史の流れに沿って鑑賞を行っているが、現代

音楽についてはまだ、授業を行っておらず、この種の音楽

に触れたことのない(映像をともなったBGMとして無

意識に聞くのではなく、 lつの音楽として鑑賞したこと

のない)生徒がほとんどである。したがって、この結果

は生徒の純粋な感覚によるものであるといえる。これら

生徒が普段聴きなじみの薄いものであることなどである。 3曲の中で「どちらでもない1と回答した生徒が、①

サウンドサンプル聴取後に、(1)r音」、「音楽J、「どちらで

もない」に分類する際に設定した自己ルールについて、

および (2)r音」と「音楽」の定義について調査用紙に

自由記述させた。

3.2結果および考察

3.2.1サウンドサンプルの聴取調査

10のサウンドサンプルを聴取し、「音」、「音楽」、「どち

らでもない」に分類した結果を図1に示す。数値の詳細

は表lを参照のこと。サウンドサンプルの特性ごとに考

察を行うことにする。

まず、⑤のモーツアルトの作品は86名全員が「音楽」

は1.1%0名)であったのに対して、⑦および⑨の2曲

は4.7%(4名)いた。これは、①が一定のリズムと和音

が時間の変遷とともに徐々に変化するミニマルミュージ

ツクであり、音楽として認識しやすかったことが要因だ

と考えられる。一方、⑦は先述したように音楽としての

フレーズや和音などの要素が感じられなかったこと、⑨

はソプラノのシュプレッヒシュティンメが多用される音

楽であることなどが要因となって、 「音」なのか「音楽

」なのかの判断に迷ったのではないだろうか。

次に、外国語の音声サンプルである②英語ニュース、

④イタリア語の詩、⑧中国語ニュースは、いずれも「音J

であるか「どちらでもない」かの両極に分かれた。すな
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わち、あくまでも言語音声は「音」であり、「音楽」とし

ては認識されないことが分かる。しかし、④イタリア語

の詩の朗読は、単なる文章の読み上げとは異なり言葉の

もつリズムや響きを十分に考慮しながら音声化している

ため、②および⑧と比較して「音楽」に分類した生徒は

11.6% (10名)と多い。このことは、歌曲に付随する歌

詞そのものが音楽的性質をもっていることを示唆すると

いえるのではないだろうか。この点については、歌詞の

もつ響きに重点を置いた歌唱の授業実践の報告を参照し

ていただきたい11)。

最後に、環境音である③野鳥のさえずりの昔、⑥電車

の発車音、および⑩波打ちぎわの音では、ほとんどの生

徒が「音Jであると回答している。その中で、③野鳥の

さえずりの音を「音楽」に分類した生徒が18.6%(16名)

いた。このうち、⑨メシアン作曲「烏たちのめざめ」も

同時に「音楽」に分類している生徒を抽出したところ、

13名であった。自然界の烏がさえずる音とピアノによ

って表現された鳥の鳴き声をどちらも音楽的に感じる生

徒が少なからずいることが明らかになった。もちろん、

メシアンの作品は題名を伏せて聴取させているため、鳥

の鳴き声を表現していると理解しているかどうかは不明

であり、本調査ではその関連性については明らかにする

ことはできない。

3.2.2分類の自己ルール

先述した10のサウンドサンプルを「音J、「音楽」、「ど

ちらでもないJのいずれかに分類することは、自己の中

に一定のルールを作り、それに従わなければ容易なこと

ではない。 I音」でもありうると同時に「音楽」でもあ

りうるというように、線引きが困難な状況が生じるよう

にサウンドサンプルの選択を行っているが、それらの分

類の方法を検討することによって、生徒の「音」と「音

楽」のとらえ方が明らかになってくる。

これら3者の分類の方法について、大きく以下のよう

なパターンを見い出すことができた。

(1)標準型

楽器を用いたり、一定のりズムや和声が感じられる

ものを「音楽」、日常生活の中で聞こえるもの(環境

音)を「音」、言語を「どちらでもない」に分類する。

(2)逆転型

楽器を用いたり、一定のリズムや和声が感じられる

ものを「音楽」、言語を「音」、日常生活の中で聞こ

えるもの(環境音)を「どちらでもない」に分類する。

(3)厳格型

必ず「音」か「音楽Jのどちらかに分類し、 「どち

らでもない」への分類がないパターン。日常生活の中

で聞こえるもの(環境音)を「音J、一定のリズムや

調の変化が感じられるものを「音楽」に分類する。言

語は「音」に分類されるととが多い。先述したとおり、

環境音であっても鳥のさえずりを「音楽」に分類する

場合がある。また、聴いていて心地よいという理由か

ら波打ちぎわの音を「音楽Jに分類する場合がある。

(4)特殊型

明確なルールによらず直感によって分類したり、楽

譜に表せそうなものを「音楽」に分類したり、意図的

かどうかに関わらず流れをもっ音すべてを「音楽Jに

分類したりする。

3.2.3 r音」と「音楽」の定義づけ

前項の自己ルールをふまえて「音」と「音楽」の定義

について考えさせ、調査用紙に自由記述させた。その結

果、次のような傾向が浮かび上がってきた。まず、「音」

の定義は、「物体の振動が空気の振動として聴覚を刺激す

る内容。人為的ではない自然の状態でなんらかの拍子に

生じたもの。一定のリズムがなく、何かを訴えかけてく

るものが感じられないものJとまとめることができる。

一方、「音楽Jの定義は、「リズムやメロディーや調性のあ

るもの。かつ、相手に何かを伝えようという意志が感じ

られ、リラックスしたり、感動したり、楽しくなったり、

悲しくなったりといった情動的作用を与えるもの。また、

そのような効果をねらって意図的に作り出されたものJ

とまとめることができる。すなわち、 「音」と「音楽J

の聞の線引きを行うための要素として、①快適性、②人

為性、③美的価値づけ、の3点が大きく関与していると

いえる。したがって、たとえ言語音声であっても快適に

感じたり美的価値づけが行われれば「音楽」として認識

される可能性があり、ライヒの作品のようなミニマルミ

ュージックでも、不快に感じたり美的価値づけが行われ

ない場合は単なる「音Jとしてしか認識されない可能性

がある。換言すれば、音楽素材が物音や環境音であって

も、何らかの人為的介入や操作によって一定の音群の総

体として上述の3つの要素を満たすものであれば、それ

はもはや単なる音ではなく美的価値を見い出すことので

きる音楽となり、生徒のもつフィルターを通過するので

ある。

4.授業における可能性
高校生の発達段階を考慮すると、これまでの15"-'16

年間で出会ってきた音楽教育や音楽に関する情報は、あ

る程度絶対的なものとして生徒の身体に浸透しており、

生徒自身の中で音楽の枠組みを設定し、それにともなっ

たフィルターによって音楽を受容するようになる。さら

に、美的・文化的価値観の固定化も始まり、固定化され

た自身の価値観に反するような新たな価値観に遭遇した
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場合、対立や拒絶といったネガティブな結果を引き起こ でも新たな視点からアブローチしたりすることが有効で

すことが多い。しかしながら、芸術科音楽の授業の目標 あると考える。より具体的には、新音楽 (NeueMusik 

でもある幅広い音楽受容の能力の育成を行うためには、 )などの現代音楽や異文化圏の音楽を積極的に授業の対

これらの固定化された価値観を一度ゆるやかなものにし、 象にするのである印。生徒が先入観なく受容すること

複眼的な思考によって柔軟にものごとを受容することが

できるような大きなフィルターを作る必要がある。そう

しなければ、文化的情報としての音楽を得ることもでき

なければ、情報としての音楽から正しい判断や適切な解

釈を行うことも困難になるからである。

では、どのようにしたら柔軟で大きなフィルターを作

ることができるのか。このことに関連して、興味深い研

究報告が行われている 12)。音楽的教授が音楽的判断の

可変性にどの程度関与するのかという問題である。いく

つかの研究では、早期に与えられた音楽的な情報(先入

観)を音楽の授業によって変化させる可能性は、年齢が

上がるにしたがって低下することを証明している。具体

的には、 15歳の生徒の音楽に対する考えが強く固定化

し、授業で与えられる情報がほとんど生徒に影響を与え

ないということである。また他の研究では、言語的情報

と演奏の反復によって否定的な判断を変化させる可能性

はほとんどないことを明らかにしている。これらの研究

からは、高校生のもつ音楽に対するイメージや判断基準

を覆すことは困難なことといえよう。とりわけ、否定的

なイメージを肯定的なイメージへと転換させることは容

易なことではない。では、生徒がこれまでに出会ったこ

とのないタイプの音楽に出会った場合に、肯定的か否定

的かは別としてどのように受容させたらよいのか。その

ような状況下では、おそらく生徒はこれまでに築いてき

た音楽の枠組みや価値観を総動員させて、新たなタイプ

の音楽に何らかの評価を加えるであろう。しかし、その

際にはすでに固定化された価値観との結びつきが強化さ

れうる。ましてや、否定的な価値観と強く結びついてし

まうと、今後そのタイプの音楽を受容する可能性は極め

て低くなる。ここで、確認しなければならないことは、

肯定的な価値づけと否定的な価値づけはどちらも生徒自

身の判断基準によって評価されるべきであり、否定的な

価値づけが決して排除されるべきものではないというこ

とである。すなわち、あくまでも生徒のもつフィルター

を一度通過させることが最重要課題であり、通過させた

後の評価や判断は生徒自身の体験や考えに委ねてよい。

避けるべきことは、受容さえしないという態度である。

そこで必要なことは、受容させる際に適切な情報を与え、

生徒の関心をできるだけ高めることである。教師はその

ための教材研究や準備を入念に行わなければならない。

さて、論点を元に戻すと、柔軟で大きなフィルターを

作るためには、生徒がこれまでに遭遇しなかったタイプ

の音楽をとり上げたり、遭遇したことのある音楽であっ

がもっとも望ましいことである。しかし、敢えて先入観

やすでに固定化された価値観に対立し、そこから新たな

価値観を生じさせるようなプロセスを設定するのも効果

的であろう。ただし、先述したように生徒に適切な情報

をできるだけ多く与え、音楽に対するモチベーションを

高めていくことが必要不可欠である。拒絶反応を示す可

能性の高い音楽であればあるほどその必要性は高い。 1

つの手段としては、生徒にとって未知の音楽を何気なく

普段の授業に織り交ぜて(生徒がすでに形成した枠組み

の中に位置する音楽に関連させて)日常的なものとして

とらえさせることが考えられる。また、時代の流れに沿

ってある音楽の変遷をたどっていくのも1つの手段であ

ろう。実例を挙げると、西洋の芸術音楽史と平行して、

ハード・ロックからスラッシュ・メタル、プログレッシ

ブ・ロック、グラム・ロックに至るまでのブリティッシ

ュ・ロックの変遷を授業で扱った際には、 Jポップをは

じめとする聴き慣れたポピュラー音楽の枠組みから外れ

たこれらのロックにどのように対峠してよいのか、生徒

からは迷いのようなものが感じられたが、音楽の変容と

いう観点からこれらの音楽を概観すると西洋の芸術音楽

の流れとの共通性があることに気がつく。例えば、 19

世紀のパガニーニやリストなどの技巧主義音楽はスラッ

シュ・メタルにおける技巧的な演奏技術とほとんど一致

していることが発見できる。そこから、なぜ技巧性が必

要であったのか、技巧性を重視した音楽の構造にはどの

ような特徴があるのか、といった社会的視点や分析的視

点でものごとをとらえることが可能となる。

未知の音楽に出会った際の音楽的価値判断に対して、

音楽の授業が果たす役割や意義を証明する興味深い研究

がある凶。これらの研究は新音楽についての生徒の価

値判断に関するものであるが、新音楽について生徒が情

報を得れば得るほど、新音楽の評価が肯定的になり、よ

り多様な価値判断がなされているということを明らかに

している。すなわち、一般的に理解しがたく、 「音楽J

というよりもむしろ「音」に近いと認識されるようなも

のであればあるほど、適切な情報や予備知識を十分に得

ることによって、無関心な態度や誤った判断は回避可能

であるといえよう。

5.おわりに
高等学校では、古代から我々が生きている現在までの

長い音楽の歴史の中で起こった音楽的事象や社会的事象

すべてを授業の対象としながら、音楽専門的な知識や技
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能を獲得するのみならず、芸術としての音楽の存在その

ものを問いかけたり、音楽を通して社会現象のー側面を

理解したり、美的・文化的価値を見極める力を育成しな

ければならない。そのためには、音楽を限定された音楽

の領域の中で完結させるのではなく、生徒の日常生活や

社会との関わりに密接な結びつきをもち、今後の音楽生

活に有効に働きかけるように、音楽と他の隣接諸領域の

相互作用を十分配慮する必要がある。

もちろん、生徒がこれまでに固定化してきた音楽概念

や美的・文化的価値観の枠内にとどまることもできるで

あろうし、時間的な制約や労力を考慮するとむしろその

方が効率的であるかもしれない。しかし、高度情報化や

価値観の多様化が進み、 「なんでもあり」ともいえる生

徒を取り巻く現代の社会環境において、これまでの音楽

科教育が目指してきたものをそのまま踏襲し音楽が従来

の音楽としてのみ扱われるのではもはや対応しきれない

状況にきていることは誰もが感ずることではないだろう

か。音楽受容は音楽の授業が包含するさまざまな領域の

一部分にすぎないが、生涯にわたって音楽を愛好し豊か

な音楽生活を送り、音楽を通して社会のさまざまな事象

をとらえ適切にものごとを判断する能力を育成するため

の重要な手がかりとなることは明らかである。音の情報

があふれる現代において、音や音楽に関わる事象を幅広

く認識できるようになることが重要なのではないだろう

か。
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